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金田町人の動き 
在
 

込
 
22 

3
捻
1
 

n

幻
邸
妃
」
男
男
男
男
 

46 

数
ロ
 

》
入
出
生
亡
 

s
世
人
、
転
転
出
死
 

昭
和
四
十
六
年
度
施
政
方
針
 

町
長
 
大
 
島
 
六
 

昭
和
四
十
六
年
度
予
算
案
を
 

審
議
す
る
に
あ
た
り
、
私
は
施
 

政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
の
で
、
 

そ
の
要
旨
を
本
紙
を
通
じ
て
町
 

民
の
皆
様
へ
御
報
告
申
し
上
げ
 

ま
す
。
 

来
年
度
提
案
の
予
算
は
 

一
般
会
計
総
額
 
四
億
「
〒
一
一
 

百
六
十
六
万
五
千
円
 

特
別
会
計
総
額
（
」
x
云
計
）
四
 

千
百
二
十
六
万
一
千
円
と
な
っ
 

て
お
り
ま
す
。
 

前
年
度
の
当
初
予
算
を
比
較
 

し
て
、
一
般
会
計
に
お
い
て
、
 

一
億
四
千
百
六
十
六
万
五
千
円
 

の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
、
特
別
会
計
に
お
い
て
 

は
、
二
百
八
山
上
ハ
万
三
千
円
の
 

増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

本
年
度
の
主
た
る
事
業
及
び
 

今
後
の
構
想
の
要
旨
は
、
次
の
 

と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
 

一
、
土
木
事
業
関
係
 

1
、
失
業
対
策
事
業
 

田
ナ
ギ
ノ
線
箇
易
舗
装
工
事
 

k
 

簡
 
所
 
東
金
田
 

工
事
長
 

一
六
〇
米
 

幅
 
員
一
一
米
 

舗
装
面
積
 
三
二
〇
平
方
米
 

②
松
崎
ー
西
金
田
線
支
線
一
号
 

箇
 
所
 
西
金
田
 

工
事
長
 
二
一
〇
米
 

幅
 
員
一
一
・
五
米
 

舗
装
面
積
 
五
二
五
平
方
米
 

失
業
対
策
事
業
の
業
種
変
更
 

に
よ
り
、
一
、
ニ
、
三
種
事
業
 

を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

の
で
、
本
年
度
は
三
千
人
の
就
 

労
枠
を
拡
げ
、
比
較
的
交
通
量
 

の
少
な
い
道
路
よ
り
舗
装
を
行
 

な
い
た
い
。
 

「
種
作
業
所
は
小
・
中
学
校
 

の
環
境
整
備
に
向
け
、
本
年
度
 

は
、
一
、
二
種
作
業
現
場
を
ナ
 

ギ
ノ
線
の
簡
易
舗
装
工
事
を
手
 

掛
り
と
し
て
、
そ
の
事
業
費
一
 

二
、
一
〇
五
千
円
、
吸
収
人
員
 

七
千
五
百
人
で
、
失
対
労
務
者
 

作
業
の
高
率
化
を
図
り
度
い
所
 

存
で
あ
り
ま
す
。
『
 

郎
 

2
、
緊
急
就
労
対
策
事
業
一
 

m
平
和
橋
の
南
木
線
簡
易
舗
装
 

工
事
 

工
事
長
 
五
二
〇
米
 

幅
 
員
 
四
米
 

吸
収
人
員
ー
一
、
四
五
六
人
 

事
業
費
 
工
ハ
、
九
七
三
千
円
 

本
事
業
は
、
炭
坑
離
職
者
の
 

就
労
対
策
と
し
て
設
定
さ
れ
た
 

も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
就
労
者
 

も
勤
勉
で
技
能
も
良
く
一
般
に
 

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

昨
年
度
で
緊
就
事
業
も
終
わ
 

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
政
府
 

は
更
に
期
間
の
延
長
を
行
な
う
 

と
い
う
こ
と
に
き
ま
り
そ
う
 

で
、
約
六
カ
月
程
度
の
設
計
を
 

県
よ
り
指
示
さ
れ
て
い
ま
す
 

が
、
本
年
四
月
ま
で
に
は
期
間
 

が
更
に
延
長
に
な
る
公
算
が
強
 

い
も
の
と
思
い
ま
す
。
 

3
、
道
路
の
整
備
 

昨
年
に
引
続
き
県
の
所
掌
に
 

か
か
る
失
対
就
労
者
を
町
内
各
 

所
の
砂
利
道
の
整
備
に
配
置
す
 

る
こ
と
に
な
り
、
町
と
し
て
は
 

労
力
、
資
材
と
共
に
節
減
が
出
 

来
て
財
政
的
に
も
プ
ラ
ス
と
な
 

る
面
が
あ
り
ま
す
。
維
持
管
理
 

面
に
つ
い
て
は
、
で
こ
ぽ
こ
道
 

を
少
し
で
も
な
く
し
、
地
域
住
 

民
の
要
望
に
答
え
た
い
齢
お
 

ま
す
。
 

4
、
橋
梁
に
つ
い
て
 

神
田
橋
架
替
工
事
は
、
施
越
 

JF 

工
事
が
認
め
ら
れ
ま
し
て
近
く
 

完
成
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
に
よ
り
地
域
住
民
の
利
 

便
を
は
か
る
こ
と
が
出
来
る
と
ノ
 

共
に
長
い
間
の
不
便
も
解
消
が
 

出
来
ま
す
。
前
任
者
は
も
ち
ろ
 

ん
、
議
長
さ
ん
を
始
め
町
議
会
 

議
員
皆
様
方
並
び
に
国
、
県
の
 

御
尽
力
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。
 

平
和
橋
（
吊
橋
）
は
昭
和
一
一
 

十
五
年
架
設
さ
れ
た
の
で
、
既
 

に
二
十
年
以
上
を
経
過
し
老
朽
 

化
が
目
立
っ
て
参
り
ま
し
た
の
 

で
、
四
十
七
年
度
に
こ
れ
を
コ
 

ン
ク
リ
ー
ト
橋
に
架
替
致
し
た
 

く
努
力
を
し
て
参
り
た
い
と
思
 

っ
て
お
り
ま
す
。
 

5
、
一
般
鉱
害
復
旧
に
つ
い
て
 

（
道
路
）
 

m
東
金
田
ー
七
田
線
・
（
上
金
 

田） 工
事
長
 
七
七
七
・
五
米
 

幅
 
員
 
「
釆
 

工
事
費
（
概
算
）
九
、
二
〇
 

〇
千
円
 

②
松
崎
ー
東
金
田
線
（
東
金
 

田） 工
事
長
 

一
一
〇
米
／
 

幅
 
員
 
四
・
五
米
 

工
事
費
（
概
算
）
一
、
九
一
一
 

〇
千
円
 

以
上
の
事
業
費
の
総
額
は
一
 

一
、
二
一
〇
千
円
で
あ
り
ま
 

す
。
復
旧
に
よ
り
道
路
本
来
の
 

効
用
を
回
復
し
、
地
域
住
長
の
 

民
生
安
定
を
図
る
意
味
で
そ
の
 

効
果
は
大
い
に
上
る
も
の
と
思
 

わ
れ
ま
す
。
復
旧
に
当
っ
て
は
 

家
屋
の
関
連
等
を
充
分
考
慮
 

し
、
施
工
し
た
い
所
在
で
あ
り
 

ま
す
。
 

・ 

、
宝
見
の
農
地
関
連
鉱
害
復
旧
 

お
よ
び
人
見
地
区
鉱
害
復
旧
お
 

よ
び
町
部
の
鉱
害
問
題
に
つ
い
 

て
も
う
積
極
的
に
取
組
み
効
用
 

の
回
復
と
併
せ
て
民
生
の
安
定
 

を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

な
お
予
算
に
つ
い
て
は
当
初
 

予
算
に
計
上
し
て
あ
り
ま
せ
ん
 

が
、
実
施
の
見
通
し
が
つ
き
次
 

第
補
正
予
算
に
て
お
願
い
す
る
 

も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

6
、
産
炭
地
域
開
発
就
労
対
策
 

」
事
業
に
つ
い
て
 

m
堀
川
ー
 
谷
線
改
良
舗
装
工
 

事
 

個
 
所
 
神
崎
 

工
事
長
 

一
、
五
六
〇
米
 

（
内
拡
幅
五
八
〇
米
、
舗
装
 

九
八
〇
米
）
 

幅
 
員
 
七
米
 

吸
収
人
員
 
五
、
九
九
七
人
 

工
事
費
 
五
二
、
五
七
三
千
 

円
 

本
年
度
は
古
谷
工
場
団
地
取
 

付
道
路
の
改
良
舗
装
工
事
を
行
 

な
い
た
い
。
頴
田
越
の
道
路
新
 

設
に
つ
い
て
は
県
お
よ
び
頴
田
 

町
と
話
合
い
の
上
、
四
十
七
年
 

度
工
事
と
し
て
見
送
る
こ
と
に
 

し
ま
し
た
。
 

四
十
七
年
度
に
は
是
非
開
通
 

さ
せ
一
般
交
通
の
利
便
は
も
ち
 

ろ
ん
、
福
岡
県
に
通
ず
る
道
路
 

と
し
て
そ
の
利
用
度
の
多
い
事
 

は
も
ち
ろ
ん
、
時
間
の
短
縮
と
 

産
業
道
路
と
し
て
の
期
待
は
実
一
 

に
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
信
じ
 

て
お
り
ま
す
。
 

7
、
町
営
住
宅
建
設
に
つ
い
て
 

J
個
所
、
成
竹
団
地
（
一
種
）
 

簡
易
耐
火
構
造
二
階
建
十
ニ
戸
 

ノ 

亀
の
甲
団
地
（
二
種
）
 

簡
易
耐
火
二
階
建
二
十
四
戸
 

総
事
業
費
五
千
百
六
十
四
万
円
 

財
源
内
訳
 

国
庫
補
助
 
二
千
七
百
六
十
一
 

万
八
千
円
 

起
債
 

一
千
二
百
八
十
万
円
 

一
般
財
源
 

一
千
百
二
十
二
万
 

一
一
千
円
 

成
竹
団
地
に
は
、
所
得
制
限
 

に
よ
り
入
居
の
出
来
な
い
高
額
 

所
得
者
用
と
し
て
簡
易
二
階
建
 

一
種
町
営
住
宅
を
、
亀
の
甲
団
 

地
に
は
、
低
所
得
者
を
対
象
と
 

す
万
第
二
種
町
営
住
宅
の
建
設
 

を
図
り
、
住
民
の
生
活
の
安
定
 

と
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
し
 

併
せ
」
て
人
口
流
出
防
止
対
策
を
 

講
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

ニ
、
農
林
商
工
関
係
 

田
広
域
行
政
の
取
組
と
し
て
、
 

糸
田
町
と
計
画
中
の
総
合
農
業
 

セ
ン
タ
ー
の
実
現
に
つ
い
て
は
 

鋭
意
努
力
中
で
あ
り
li
＼
す
が
、
 

な
か
な
か
思
う
と
ま
か
せ
な
い
 

の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
本
年
 

度
は
更
に
強
力
な
取
組
み
を
続
 

け
実
現
に
努
力
致
し
た
い
。
尚
 

桑
園
に
つ
い
て
は
、
推
進
し
て
 

よ
り
早
や
七
年
を
経
過
し
、
あ
 

る
程
度
の
収
入
を
得
る
ま
で
に
 

達
し
た
の
で
、
先
人
の
指
導
と
 

相
ま
っ
て
更
に
増
反
、
増
収
を
 

勧
め
て
行
き
た
い
。
 

②
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
利
用
農
家
 

も
二
年
目
を
迎
え
、
技
術
の
向
 

上
と
共
に
更
に
拡
大
計
画
を
推
 

進
し
て
、
高
級
疏
菜
の
共
同
出
 



金
 

し
、
適
作
物
の
指
導
を
行
な
い
 

②
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町
 

田
 

金
 

第110 号 ⑧
 荷

が
で
き
る
よ
う
同
好
者
を
育
 

成
致
し
た
い
。
 

⑧
米
の
生
産
過
剰
抑
制
の
為
に
 

行
な
っ
た
生
産
調
整
は
昨
年
度
 

限
り
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
 

が
、
お
お
む
ね
確
実
な
す
じ
か
 

ら
の
情
報
に
よ
る
と
、
政
府
は
 

四
十
六
年
度
よ
り
五
カ
年
計
画
 

で
生
産
調
整
を
実
施
し
よ
う
と
 

し
て
お
り
ま
す
。
四
十
六
年
度
 

米
の
生
産
調
整
数
量
は
二
三
〇
 

万
ト
ン
、
政
麿
員
入
量
（
買
入
 

制
限
）
は
五
八
〇
万
ト
ン
、
調
 

整
数
量
に
つ
い
て
は
、
四
十
五
 

年
度
の
一
〇
〇
万
ト
ン
に
対
し
 

す
。
特
に
本
年
度
は
、
調
整
減
 

反
と
買
入
制
限
の
二
重
苦
に
あ
 

え
ぐ
農
民
に
対
す
る
対
策
と
し
 

て
は
、
地
域
農
民
の
声
を
聞
 

き
、
推
進
協
議
会
等
に
は
か
り
 

今
後
の
方
針
を
打
ち
出
し
て
行
 

ま
た
他
作
物
へ
の
転
換
に
つ
い
 

て
は
充
分
地
域
の
情
勢
を
考
慮
 

た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

2
、
商
工
業
に
つ
い
て
 

人
口
減
少
と
共
に
本
町
商
 

工
業
は
そ
の
活
気
に
乏
し
く
、
 

生
活
必
需
品
中
心
の
商
店
街
も
 

最
近
車
輔
の
増
加
で
店
舗
の
前
 

に
駐
車
し
顧
客
の
寄
り
難
い
状
 

況
に
あ
る
の
で
、
こ
れ
が
対
策
 

等
数
多
く
の
改
善
を
必
要
と
さ
 

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
 

先
ず
駐
車
場
の
検
討
を
す
る
 

と
共
に
、
商
店
振
興
対
策
に
つ
 

い
て
は
、
商
工
会
議
所
と
積
極
 

的
な
取
組
み
に
よ
る
推
進
を
図
 

り
た
い
。
 

3
、
農
山
漁
村
同
和
対
策
事
業
 

m
宝
見
農
道
（
水
路
）
新
設
工
 

事
 

工
事
長
 
道
路
 
ニ
〇
〇
米
 

水
 
路
 
ニ
〇
〇
米
 

幅
 
員
、
三
米
 

工
事
費
 
五
〇
〇
万
円
 

②
垣
田
農
道
改
良
舗
装
工
事
 

工
事
長
 
二
〇
〇
米
 

幅
 
員
 
三
米
 

工
事
費
 
二
五
〇
万
円
 

⑧
赤
池
糸
田
線
ー
垣
田
取
付
簡
 

易
舗
装
工
事
 

工
事
長
 
ニ
一
〇
米
 

幅
 
員
 
「
釆
、
 

工
事
費
 

一
〇
〇
万
円
 

四
平
和
橋
南
木
線
ー
小
豆
田
取
 

付
簡
易
舗
装
工
事
 

工
事
長
 
六
〇
〇
米
 

幅
員
 
「
釆
 

工
事
費
 
四
〇
〇
万
円
 

⑤
南
木
橋
ー
 
道
取
付
簡
易
舗
 

装
工
事
 

工
事
長
 
三
七
〇
米
 

幅
 
員
 
」
釆
 

工
事
費
 

一
六
〇
万
円
 

⑥
神
崎
南
木
線
ー
 
敷
小
丸
尾
 

取
付
改
良
新
設
簡
易
舗
装
工
 

事
 

ー
工
事
長
 

二
七
〇
米
 

幅
 
員
 
三
米
 

工
事
費
 
」
6
〇
万
円
 

⑦
壬
ハ
農
道
簡
易
舗
装
工
事
 

工
事
長
 
二
二
五
米
 

幅
 
員
 
三
米
 

工
事
費
 
三
五
〇
万
円
 

⑧
農
機
具
購
人
事
業
、
、
 

コ
ン
バ
イ
・
ン
 

五
台
 

購
入
費
 
三
〇
〇
万
円
 

任
用
・
給
与
・
分
限
・
お
よ
び
懲
 

戒
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
 

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
 

（
可
決
）
 

⑥
金
田
町
行
政
区
長
お
よ
び
組
 

長
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

る
条
例
に
つ
い
て
 
（
可
決
）
 

⑥
金
田
町
職
員
定
数
条
例
の
一
 

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
 

（
一
部
修
正
可
決
）
 

⑥
昭
和
四
十
五
年
度
金
田
町
一
 

般
会
計
補
正
予
算
（
第
八
号
）
 

に
つ
い
て
（
可
決
）
 

・
今
回
補
正
額
一
〇
七
千
円
 

累
計
額
 

四
ニ
一
、
四
五
五
千
円
 

⑥
昭
和
四
十
五
年
度
金
田
町
有
 

線
放
送
電
話
特
別
会
計
補
正
予
 

算
（
第
二
号
）
に
つ
い
て
 

（
可
決
）
 

・
今
回
補
正
額
五
千
円
 

累
計
額
六
七
七
一
千
円
 

⑥
昭
和
四
十
五
年
度
金
田
町
簡
 

易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
 

（第
三
号
）
に
つ
い
て
 

（
可
決
）
 

・
今
回
補
正
額
三
五
七
千
円
 

累
計
額
五
三
一
三
千
円
 

⑥
町
歳
計
現
金
預
入
先
に
つ
い
 

て
（
可
決
）
 

⑥
昭
和
四
十
六
年
度
金
田
町
一
 

般
会
計
予
算
に
つ
い
て
 

（
可
決
）
・
 

⑥
昭
和
四
十
六
年
度
金
田
町
国
 

民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
笛
露
守
 

に
つ
い
て
 

（
可
決
）
 

⑥
昭
和
四
十
六
年
度
金
田
町
簡
 

易
水
道
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
 

て
 

昭和46 年度金田町ー般会計予算 
入 歳 出 （千円） 

款 本年度 前年度 比較 款 本年度 前年度 比較 

941 

能，605 

13,649 

3,856 

7,296 

21,008 

94 

14，能2 

17,066 

12,369 

A16, 593 

3,652 

900 

141,665 

1 、村 ‘ 税 

2、自動車取得税交付金 

3'‘地 方 交 付 税 

4、交通安全特別対策交付金 

5、分担金及び負担金 

6、使用料及び手数料 

7..国 庫 支 出 金 

8、県 支 出 『金 

9 、財 産 改 入 

10、寄 付 金 

11、操 越 金 

12、諸 収 入 

13、村 債 

A . ， 三エ 
Fl 戸l 

42,327 

4,800 

160,000 

100 

3,180 

2,630 

144,160 

7，・路3 

認5 

1 

6, 388 

16,771 

製6叩 

432,665 

563 
876 、

 

522
 

100
 

520 

085
 

289
 

482 

614
 

1
 
~~~
 

331
 

617
 

~~~ 

40
 

3
均
 

2
2
 
90
 

4
 

1
7

羽
 

91
 

1,764 

9塾 

50,478 
ー 

660 

545 

53,871 

2,801 

A 289 
ー 

、5,388 

9,440 

16,083 

14, 1665 

1 、議 会 費 

2、総 務 費 

3、民 生 費 

4、衛 生 費 

5、労 働 費 

6、農 林 水 産 業 費 

7、商 エ 費 

8、土 木 費 

9'消 防 費 

10、教 育 費 

11、災 害 復 旧 費 

12、公 債 ・費 

13、諸 支 出 金 

14、予 備 費 

合 計 

452 
055 
973 
217 
078 

896 
729 
516 
~~6 

613 
～

郵

2

 000 

665 

比
 
104
, 
62, 
21, 
29, 
37, 

86, 
21, 
43
, 

13, 

1
, 
432
, 

皿
 
450 

324 

361 

782 

888 

635 

694 

94~
 
244 

593 

476 

1
 

1~～ 

卿
 

10, 

41, 

49, 

17, 

21
,

 

16, 

71
,

 

3

,

 

31, 

15, 
9

,

 

291, 

昭和46年度金田町有線放送電話特別会計予算 
入 ‘ 歳 出 （単位千円 

款 本年度 前年度 比較 款 本年度 前年度 比較 

1、分担金及び負担金 

2、使用料及び手数料 

3、財 産 収 入 

4、操 入 金 

5、操 越 金 

6、諸 収 入 

合 計 

如8 

5174 

140 

608 

10 

2 

6,343 

545 

4,886 

1巧 

547 

10 

11 

」 6,124 

137 
郵

巧

能

 
一 
酌
 
219 

A
 

1、総 務 費 

2、業 務 費 

2、予 備 費 

合 計 

4,030 

2，路3 

30 

6,343 

3,634 

1 2,460 

30 

6, 124 

396 
A 177 

0 

219 

昭*ロ46年度金田町国民健康保険特別会計予算 
入 歳 出 （単位千円） 

款 本年度 前年度 比較 款 本年度 前年度 比較 

1、国民健康保険税 

2、使用料及び手数・料 

3、国 庫 支 出 金 

4、県 ー支 出、 金 

5、繰 越 金 

6、諸 収 , 入 

7、繰 入 金 

合 計 

7,705 

弼 

-22，狙1 

91 

10 

巧 

0 

30,580 

702 
20 
244 
87 
1 38 

1~ 1 ~2 

7, 

2~, 

臨
 

3

2

7

4

9

3

~

8

 

, 

9
 

2

1

7

 

、4 

4
‘ 

、
、
一
、
一
d
. 

2
 

2
 

1、総 務 費 

2、保 険 給 付 費 

3'公 債 費 

4、諸 支 出 金 

5、予 備 費 

合 計 

L 叩2 

28,549 

30 

1 

8 

30,580 

2,249 

25,799 

33 

1 

20 

28,102 

A 257 

2,750 

A3 

0 

A12 

2,478 

歳 
昭和46年度金田町簡易水道特別会計予算 

入 歳 , ‘ 出 

款 本年度~前年度 ~比較！ 款
 

本年度 前年度 比較 

1、使用料及び手数料 

2、繰 入 金 

3、繰 越 ／ 金 

4、分担金及び負担“金 

5、諸 収 入 

合 計 

2,0晃 

1,984 

1 

幻0 

1 

4,338 

t728 

1, 984 

76 

300 

1 

4, 172 

324 
0 A75 

~~ 166 

1、衛 生 費 

合 計 

4,388 

4,388 

' 4,172 

4, 172 

166 

166 

1 

、 

⑨
農
機
具
管
理
施
設
工
事
 

工
事
費
 

一
、
〇
〇
〇
万
円
 

農
、
山
、
漁
村
、
同
和
対
策
 

事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
計
画
 

に
基
づ
い
て
実
施
し
て
参
り
度
 

い
所
存
で
あ
り
ま
す
が
、
予
算
 

の
裏
付
等
が
順
調
に
行
か
な
い
 

た
め
、
本
年
度
は
以
上
の
事
業
 

を
取
り
上
げ
、
 
そ
の
他
の
事
業
 

に
つ
い
て
は
、
予
算
の
確
保
で
 

き
次
第
実
施
し
て
行
き
た
い
所
 

存
で
あ
り
ま
す
。
‘
 

以
上
事
業
の
達
成
に
よ
り
農
 

作
業
の
能
率
化
を
図
り
、
農
家
 

経
営
の
意
欲
の
向
上
を
う
な
が
 

す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

三
、
民
生
及
び
保
健
衛
生
関
係
 

1
、
民
生
福
祉
対
策
に
つ
い
て
 

m
老
令
者
に
対
す
る
町
独
自
の
 

敬
老
年
金
の
受
給
者
年
令
を
満
 

七
五
才
以
上
（
現
行
八
〇
才
以
 

上
）
と
し
て
、
そ
の
受
給
対
策
 

者
の
範
囲
を
拡
大
す
る
考
え
で
 

あ
り
ま
す
。
こ
の
年
令
引
下
げ
 

に
よ
っ
て
、
年
金
を
受
け
ら
れ
 

る
人
員
は
約
二
〇
五
名
、
支
給
 

年
金
額
は
一
人
当
り
金
三
、
」
ハ
 

〇
〇
円
（
従
前
通
り
）
、
総
額
 

金
七
三
八
、
〇
〇
〇
円
程
度
必
 

要
と
し
ま
す
。
 

な
お
将
来
に
お
い
て
は
、
受
 

給
対
象
者
の
年
金
の
引
下
げ
に
 

努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

②
そ
の
他
重
症
心
身
障
害
者
扶
 

養
共
済
制
度
の
実
施
 

こ
の
制
度
は
扶
養
者
が
共
済
 

保
険
に
加
入
し
て
、
保
険
金
は
 

障
害
者
が
受
給
す
る
し
く
み
の
 

も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
児
童
 

手
当
制
度
が
本
年
国
会
で
審
議
 

与・ 

『 

中
法
律
施
行
と
な
れ
ば
、
本
町
 

約
一
〇
〇
名
程
度
の
該
当
者
に
 

対
し
実
施
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
 

り
ま
す
。
 

⑧
次
に
同
和
対
策
事
業
と
し
 

て
、
対
象
地
域
に
お
け
る
生
活
 

環
境
の
整
備
を
図
り
、
ま
た
、
 

経
済
的
、
社
会
的
に
開
発
を
考
 

え
、
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
 

法
に
よ
っ
て
事
業
を
計
画
す
る
 

も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
事
業
の
 

実
施
に
つ
い
て
は
財
政
措
置
を
 

強
く
国
お
よ
び
県
に
要
請
し
て
 

補
助
予
算
の
確
保
に
努
力
す
る
 

所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

本
年
度
事
業
と
し
て
は
「
宝
 

見
地
区
納
骨
堂
建
設
」
 
を
計
 

画
。
事
業
費
予
定
金
額
は
八
五
 

〇
万
円
と
し
、
財
政
的
に
は
国
 

庫
補
助
金
五
六
六
万
六
千
円
、
 

起
債
二
八
〇
万
円
、
一
般
財
源
 

三
万
四
千
円
を
予
定
し
て
い
 

る。 そ
の
ほ
か
「
葬
儀
施
設
」
の
 

設
備
事
業
を
計
画
。
こ
の
事
業
 

は
現
在
補
助
対
象
外
の
事
業
と
 

な
っ
て
い
る
が
、
知
事
の
特
別
 

認
可
事
業
と
し
て
取
り
付
け
に
 

努
力
し
、
県
費
補
助
事
業
で
実
 

施
を
致
し
た
い
考
え
で
あ
り
ま
 

す
。
ま
た
本
年
度
よ
り
「
住
宅
 

改
修
資
金
」
貸
付
制
度
の
実
施
 

を
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

こ
の
制
度
は
建
設
省
通
達
「
住
 

宅
改
修
資
金
貸
付
制
度
要
綱
」
・
 

に
も
と
づ
き
実
施
す
る
も
の
で
 

あ
り
ま
す
。
 

四
以
上
の
外
、
住
民
の
福
祉
向
 

上
の
た
め
町
財
政
の
許
す
限
 

り
、
不
良
環
境
地
区
整
備
事
業
 

一
 

I 

に
よ
る
生
活
館
の
建
設
、
住
民
 

サ
ー
ビ
ス
の
改
善
、
‘
戸
籍
相
談
 

所
を
行
政
相
談
に
併
設
、
国
民
 

年
金
の
支
払
開
始
 
（
十
年
年
 

金
）
等
、
そ
の
他
す
べ
て
の
民
 

生
事
務
の
遂
行
に
は
政
府
に
対
 

し
、
請
願
、
陳
情
を
行
な
っ
て
 

福
祉
行
政
に
万
全
を
期
す
る
よ
 

う
努
力
を
重
ね
る
所
存
で
あ
り
 

ま
す
。
 

2
、
保
健
衛
生
関
係
に
つ
い
て
 

m
火
葬
場
共
同
処
理
施
設
の
建
 

設
に
つ
い
て
は
、
田
川
郡
町
村
 

長
会
事
務
局
に
お
い
て
、
田
川
 

市
及
び
田
川
郡
内
各
町
村
関
係
 

者
が
協
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
 

し
た
結
果
、
昭
和
四
十
六
年
度
 

に
は
建
設
に
着
手
す
る
考
え
で
 

あ
り
ま
す
。
 

②
じ
ん
芥
処
理
場
建
設
は
、
毎
 

年
広
域
行
政
と
し
て
計
画
を
進
 

め
て
い
ま
す
が
、
本
年
は
下
田
 

川
四
カ
町
共
同
で
衛
生
組
合
に
 

お
い
て
検
討
し
、
早
急
に
具
体
 

化
す
る
た
め
努
力
す
る
所
存
で
 

あ
り
ま
す
。
な
お
、
し
尿
処
理
 

施
設
下
田
川
四
カ
町
衛
生
セ
ン
 

タ
ー
は
、
昭
和
四
十
六
年
四
月
 

一
日
よ
り
業
務
開
始
を
実
施
し
 

て
、
住
民
の
皆
さ
ん
方
の
汚
物
 

処
理
は
安
心
し
て
載
け
る
と
存
 

ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

、 

⑧
以
上
の
ほ
か
、
住
民
の
健
康
 

管
理
に
は
ガ
ン
対
策
 
（
胃
ガ
 

ン
、
婦
人
ガ
ン
等
の
検
診
）
、
 

蚊
、
ハ
ェ
、
ね
ず
み
な
ど
一
掃
 

五
カ
年
計
画
を
策
定
し
て
、
本
、
 

年
を
第
一
年
度
と
す
る
。
、
 

そ
の
他
献
血
運
動
の
推
進
、
 

健
康
診
断
の
実
施
等
を
行
な
 

ノ

I

<
 

い
、
健
康
で
明
る
い
町
づ
く
り
 

に
ま
い
進
J
い
た
し
ま
す
。
 

四
、
社
会
教
育
関
係
 

生
涯
教
育
の
一
環
と
し
て
、
 

従
来
か
ら
実
施
し
て
ま
い
り
ま
 

し
た
社
会
教
育
の
諸
学
級
、
諸
 

行
事
を
時
代
の
進
展
に
対
応
し
 

得
る
よ
う
検
討
を
加
え
、
そ
の
 

内
容
の
充
実
を
図
り
、
推
進
致
 

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

ま
た
同
和
教
育
の
振
興
に
つ
 

い
て
は
、
か
ね
て
努
力
し
て
ま
 

い
り
ま
し
た
が
、
な
お
「
層
の
 

推
進
を
図
り
、
且
つ
ま
た
「
般
 

地
区
住
民
に
対
し
て
も
、
部
落
 

問
題
に
対
す
る
正
し
い
認
識
を
 

深
め
る
よ
う
努
力
を
重
ね
た
い
 

と
思
い
ま
す
。
 

な
お
社
会
体
育
の
振
興
を
は
 

か
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
 

の
実
施
と
昨
年
度
総
理
府
、
福
 

岡
県
お
よ
び
本
町
で
共
催
し
ま
 

し
た
歩
行
運
動
大
会
を
毎
年
の
‘
 

行
事
と
し
て
、
‘
四
十
六
年
度
か
 

ら
実
施
し
た
い
考
え
で
あ
り
ま
 

す

。

 

、

 

五
、
学
校
教
育
関
係
 

1
、
中
学
校
給
食
室
改
築
工
事
 

に
つ
い
て
、
事
業
費
六
百
四
十
 

』
四
万
五
千
円
、
給
食
室
は
全
般
 

的
に
老
朽
化
し
、
ま
た
父
兄
か
 

ら
要
望
も
あ
り
ま
す
の
で
、
本
 

年
度
事
業
と
し
て
鉄
筋
コ
ン
ク
 

リ
ー
ト
造
り
で
予
定
し
て
い
ま
 

す。 2
、
小
・
中
学
校
と
も
父
兄
負
 

担
の
軽
減
措
置
と
し
て
、
給
食
 

用
小
麦
粉
及
び
牛
乳
代
値
上
り
 

分
の
補
助
と
し
て
、
小
学
校
」
I 

十
六
万
六
千
円
、
中
学
校
十
八
 

万
五
千
円
、
ま
た
児
」
星
徒
の
 

図
書
費
の
補
助
と
し
て
小
学
校
 

十
五
万
九
千
円
、
中
学
校
十
万
 

三
千
円
補
助
し
た
い
。
 

以
上
を
も
っ
て
は
な
は
だ
簡
 

単
で
あ
り
ま
す
が
、
新
年
度
の
 

施
政
方
針
並
び
に
今
後
の
構
想
 

と
い
た
す
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

議
会
だ
よ
り
 

昭
和
四
十
六
年
第
一
回
定
例
 

町
議
会
が
、
昭
和
四
十
六
年
三
 

月
十
二
日
本
町
議
会
議
事
堂
に
 

・
招
集
さ
れ
、
同
日
よ
り
三
十
一
 

日
ま
で
（
二
十
日
間
）
の
会
期
 

に
よ
り
、
諸
議
案
が
慎
重
審
議
 

さ
れ
、
次
の
と
お
り
そ
れ
ぞ
れ
 

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
専
決
処
分
を
報
告
し
承
認
を
 

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
 

【
昭
和
四
十
五
年
度
金
田
町
 

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
六
 

／

 

」
 

戸
 

議
会
事
務
局
 

号
）
】
 

【
昭
和
四
十
五
年
度
金
田
町
 

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
七
 

号
）
】
 

（
可
決
）
 

⑥
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
 

も
の
の
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
 

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
 

す
る
条
例
に
つ
い
て
（
可
決
）
 

⑥
金
田
町
敬
老
年
金
条
例
の
一
 

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
 

（
可
決
）
.
 

⑥
金
田
町
消
防
団
員
の
定
員
・
 

{ 

田
 
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
o
 

報
 

て
ニ
・
三
倍
と
な
っ
て
お
り
ま
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四
十
五
年
度
を
顧
み
て
 

町
 
長
 

大
 
島
 
六
 
郎
 

、
照
り
は
え
る
紅
葉
、
黄
金
色
 

の
銀
杏
、
刈
り
取
ら
れ
た
粛
条
 

の
稲
田
、
こ
れ
ら
の
情
景
は
つ
 

い
近
頃
の
よ
う
な
気
が
致
し
ま
 

す
が
、
梅
も
散
り
百
花
糠
乱
の
 

春
が
す
ぐ
目
の
前
に
訪
れ
よ
う
 

と
し
て
い
ま
す
。
 

金
田
町
の
町
政
も
四
月
一
日
 

か
ら
新
年
度
に
這
入
り
ま
す
 

が
、
昨
日
ま
で
を
振
り
返
っ
て
 

見
ま
す
と
、
淘
に
さ
ま
ざ
ま
な
 

事
柄
が
或
る
も
の
は
解
決
さ
 

れ
、
ま
た
、
或
る
も
の
は
未
解
 

決
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

先
ず
解
決
さ
れ
ま
し
た
も
の
 

の
主
な
る
も
の
を
申
し
上
げ
ま
 

す
と
、
下
田
川
四
カ
町
の
し
尿
 

処
理
場
の
完
成
で
す
が
、
こ
れ
 

で
明
日
か
ら
の
し
尿
の
問
題
は
 

な
く
な
り
ま
し
た
。
 

次
は
神
田
橋
で
す
。
 

こ
れ
は
四
十
七
年
度
ま
で
の
 

政
府
予
算
を
一
年
繰
り
上
げ
て
 

戴
き
、
更
に
四
十
六
年
度
予
算
 

を
明
許
繰
越
と
い
う
こ
と
に
し
 

て
貰
っ
て
、
四
十
五
年
度
に
完
 

成
す
る
こ
と
に
し
ま
し
て
、
目
 

下
完
成
に
向
っ
て
着
々
工
事
は
 

進
行
致
し
て
お
り
ま
す
。
 

あ
と
ー
カ
月
も
す
る
と
開
通
 

式
の
運
び
と
な
る
も
の
と
思
っ
 

て
い
ま
す
。
 

仮
橋
で
長
ら
く
町
民
の
皆
様
 

に
は
御
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
 

た
が
、
政
府
に
無
理
を
い
っ
て
 

ニ
カ
年
短
縮
し
て
戴
い
て
い
ま
 

す
の
で
、
そ
の
辺
お
許
し
を
お
 

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

町
営
住
宅
も
私
の
就
任
第
一
 

年
度
に
お
い
て
二
〇
戸
、
第
一
一
 

年
度
に
お
い
て
三
〇
戸
、
四
＋
 

五
年
度
に
は
二
〇
戸
を
建
て
、
 

更
に
新
年
度
に
は
方
城
引
込
線
 

に
二
十
四
戸
、
金
田
町
消
防
分
 

署
裏
に
十
二
戸
建
築
の
見
込
み
 

を
た
て
て
い
ま
す
。
 

消
防
分
署
は
皆
様
御
存
じ
の
 

よ
う
に
天
神
様
の
処
に
昨
年
十
 

一
一
月
完
成
し
て
、
皆
様
の
生
 

命
、
財
産
の
保
護
に
常
駐
し
て
 

日
夜
の
区
別
な
く
目
を
光
ら
し
 

て
い
ま
す
。
 

即
時
出
動
の
態
勢
は
常
に
整
 

っ
て
い
ま
す
の
で
、
火
急
の
場
 

合
は
、
三
〇
七
番
に
お
電
話
戴
 

け
れ
ば
結
構
で
す
。
 

町
民
の
皆
様
に
御
鞭
捷
を
戴
 

い
た
方
城
引
込
線
撤
去
払
下
の
 

問
題
も
近
く
解
決
の
運
び
と
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
で
一
旦
停
止
も
な
く
な
 

り
交
通
緩
和
の
面
に
も
多
い
に
 

役
立
つ
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

開
発
就
労
事
業
は
古
谷
団
地
 

が
完
成
致
し
ま
し
た
。
 

取
付
け
道
路
は
四
十
六
年
度
 

事
業
と
し
て
近
く
着
工
の
運
び
 

を
つ
け
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
二
重
ケ
池
仮
設
道
路
 

は
、
将
来
下
田
川
の
重
要
基
幹
 

産
業
道
路
と
し
て
そ
の
中
枢
を
 

な
す
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
 

町
議
会
の
方
々
と
も
相
談
の
う
 

え
ぞ
の
ま
ま
存
置
し
て
、
田
川
 

市
、
糸
田
町
、
方
城
町
に
直
結
 

し
、
田
川
市
立
病
院
、
鳥
尾
 

峠
、
直
方
・
田
川
バ
イ
バ
ス
に
 

通
じ
る
よ
う
運
動
を
展
開
中
で
 

あ
り
ま
す
。
 

金
田
町
を
縦
貫
す
る
県
道
は
／
 

移
し
い
車
輔
の
疾
走
で
街
部
の
 

方
々
が
大
変
困
っ
て
お
ら
れ
る
 

の
で
、
県
や
国
に
陳
情
し
て
、
 

や
っ
と
建
設
省
の
予
算
で
四
十
 

五
年
度
か
ら
拡
幅
に
乗
り
出
し
 

て
貰
え
る
よ
う
に
な
り
、
目
下
 

第
一
年
次
の
工
事
は
進
行
中
で
 

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
完
全
に
 

県
道
の
機
能
を
持
つ
ま
で
に
は
 

余
り
に
も
尤
大
な
予
算
が
必
要
 

な
の
で
、
三
、
四
年
は
か
か
る
 

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

こ
こ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
る
に
 

は
、
下
田
川
各
町
長
さ
ん
方
の
 

多
大
な
御
協
力
を
戴
い
て
お
り
 

ま
す
。
 

そ
の
他
公
民
館
二
功
所
、
人
 

見
橋
の
人
道
取
付
け
な
ど
を
実
 

施
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
町
 

民
各
位
の
御
協
力
を
戴
い
て
、
 

未
解
決
の
問
題
と
取
り
組
ん
で
 

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
だ
お
伝
え
し
た
い
こ
と
は
 

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
紙
面
 

の
都
合
上
御
遠
慮
申
し
げ
ま
上
 

×

、

ー

‘

 

ノ
 

ー 

す。 

、 

ろ
し
く
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
 
摺
筆
致
し
ま
す
。
 

何
卒
四
十
六
年
事
業
に
も
よ
 
う
、
心
か
ら
お
願
い
し
ま
し
て
 

昭
和
四
十
六
年
度
労
災
保
険
 

年
度
更
新
手
続
き
の
お
し
ら
せ
 

福

岡

労

働

基

準

局

長

 

労
災
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
 
度
更
新
の
手
続
き
を
し
な
け
れ
 

る
事
業
主
の
み
な
さ
ん
 

ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

労
災
保
険
は
四
月
一
日
か
ら
 

こ
の
年
度
更
新
の
手
続
き
と
 

新
年
度
と
な
り
ま
す
の
で
、
年
 
は
、
労
災
保
険
料
報
告
書
等
を
 

作
成
し
、
法
定
期
日
の
五
月
十
 

五
日
ま
で
に
田
川
労
働
基
準
監
 

督
署
、
ま
た
は
も
よ
り
の
銀
行
 

か
、
郵
便
局
に
保
険
料
を
添
え
 

て
提
出
す
る
こ
と
で
ず
。
 

若
し
、
納
付
す
べ
き
保
険
料
 

の
つ
ご
う
が
つ
か
な
い
と
い
う
 

よ
う
な
こ
と
が
ー
あ
り
ま
し
て
 

も
、
報
告
書
だ
け
は
期
日
ま
で
 

に
田
川
労
働
基
準
監
督
署
に
、
 

提
出
し
て
下
さ
い
。
 

こ
の
報
告
書
の
提
出
を
怠
り
 

ま
す
と
、
保
険
料
が
認
定
決
定
 

さ
れ
る
等
の
不
利
益
を
被
り
ま
 

す
の
で
、
期
限
に
遅
れ
る
こ
と
 

の
な
い
よ
う
く
れ
ぐ
れ
も
御
注
 

意
下
さ
い
。
 

少
年
柔
剣
道
部
員
募
集
 

中
 
央
 

公
 
民
 
館
 

次
の
時
代
を
背
負
っ
て
た
つ
 

べ
き
青
少
年
を
、
心
身
と
も
に
 

健
や
か
に
育
成
す
る
こ
と
は
、
 

私
た
ち
大
人
の
大
切
な
つ
と
め
 

で
あ
り
ま
す
。
 

柔
・
剣
道
は
我
が
国
古
来
よ
 

り
伝
わ
っ
た
国
技
で
あ
り
ま
し
 

て
、
練
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
 

技
を
み
が
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
 

で
す
が
、
普
段
の
練
習
を
通
じ
 

て
、
健
康
な
身
体
、
勇
敢
、
忍
 

耐
の
精
神
、
礼
儀
正
し
い
態
度
 

な
ど
を
養
う
な
ど
、
最
も
適
当
 

な
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
ま
す
。
一
 

こ
の
意
味
に
お
き
ま
し
て
、
 

中
央
公
民
館
で
は
、
毎
年
青
少
 

年
健
全
育
成
運
動
の
一
環
と
し
 

て
、
少
年
柔
・
剣
道
部
を
設
 

け
、
熱
心
な
講
師
を
招
い
て
、
 

小
学
生
の
希
望
者
を
対
象
に
、
 

毎
週
土
曜
日
、
柔
・
剣
道
の
指
 

導
を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
 

た
。
昭
和
四
十
六
年
度
も
例
年
 

の
よ
う
に
、
引
続
き
実
施
す
る
 

予
定
で
あ
り
ま
す
の
で
、
御
希
 

望
の
方
は
左
記
御
参
照
の
う
 

え
、
小
学
校
担
任
の
先
生
を
通
 

じ
て
、
中
央
公
民
館
に
お
申
し
 

込
み
く
だ
さ
い
。
 

記
 

一
、
資
 
格
 

金
田
小
学
校
児
童
で
四
年
 

生
以
上
 

二
、
練
 
習
 

月
謝
、
部
費
な
ど
無
料
 

毎
週
土
曜
日
午
後
一
時
三
・
五
、
そ
の
他
 

〇
分
よ
り
約
一
時
間
」
う
 

適
当
な
時
期
に
審
査
し
て
 

分
 

級
を
授
与
す
る
。
 

三
、
場
 
所
 

中
央
公
民
館
 

四
、
費
 
用
 

な
お
、
不
明
な
点
は
中
央
公
 

民
館
に
お
間
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

l
、
j
に
、
“
“
カ
‘
，
f
、
、
j
、
、
，
ク
、
，
7
、
、
）
、
、
l
?
＆
、
ク
J
も
，
ガ
、
J
】
、
J
‘【、刃 

電
話
新
設
の
お
知
ら
せ
 

教

育

委

員

会

中

央

公

民

館

 

従
来
金
田
町
教
育
委
員
会
、
中
央
公
民
館
に
は
普
通
電
話
が
な
 

く
、
町
民
の
皆
様
に
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
四
 

月
一
日
よ
り
新
設
さ
れ
ま
し
た
の
で
御
利
用
下
さ
い
「
 

番
号
は
 
金
田
局
 
②
1
0
4
2
5
 

需
 
麟
い
 

馴「”ノ‘ 
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母
と
子
の
二
〇
分
間
読
書
を
 

は
じ
め
ま
し
ェ
う
 

中
 
央
 

公
 
民
 
館
 

い
ま
福
岡
県
の
あ
ち
ら
こ
ち
 

ら
で
、
母
と
子
の
二
〇
分
間
読
 

書
運
動
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
で
 

お
り
ま
す
。
 

母
と
子
の
ニ
O
分
 

間
読
書
と
は
・
・
・
 

毎
日
二
〇
分
間
づ
つ
、
親
と
 

こ
と
で
す
。
 

次
の
よ
う
な
よ
い
 

点
が
あ
り
ま
す
。
 

☆
同
じ
本
を
い
っ
し
ょ
に
読
む
 

こ
と
で
、
、
親
と
子
が
共
通
の
 

話
し
合
い
が
で
き
、
お
互
い
 

に
理
解
し
あ
う
こ
と
に
、
よ
 

い
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。
 

☆
よ
い
本
を
じ
っ
く
り
読
む
こ
 

二
と
に
よ
っ
て
、
お
ち
つ
い
た
 

一
人
間
性
を
養
う
こ
と
が
で
き
 

ま
す
。
 

☆
忙
し
い
忙
し
い
、
と
い
っ
て
 

今
ま
で
こ
ど
も
に
か
ま
っ
て
 

や
れ
な
か
っ
た
お
か
あ
さ
ん
 

も
、
こ
の
二
〇
分
間
を
も
つ
 

こ
と
で
、
こ
ど
も
の
心
に
お
 

ち
つ
き
を
も
た
せ
る
こ
と
が
 

／
で
き
ま
す
。
ま
た
、
お
か
あ
 

さ
ん
自
身
に
と
っ
て
も
、
た
 

い
へ
ん
よ
い
勉
強
の
時
間
に
 

な
り
ま
す
。
 

☆
こ
ど
も
の
こ
ろ
、
お
か
あ
さ
 

ん
と
い
っ
し
ょ
に
同
じ
本
を
 

読
ん
だ
思
い
出
は
、
い
つ
ま
 

で
も
心
に
の
こ
り
、
人
生
を
 

す
ご
し
て
い
く
う
え
で
、
大
 

き
な
さ
さ
え
と
な
る
で
し
ょ
 

・つ。 

本
の
読
み
か
た
 

☆
い
そ
が
し
い
お
母
さ
ん
は
、
 

す
い
じ
を
し
な
が
ち
…
 
さ
 

い
ほ
う
し
な
が
ら
…
 
き
い
 

て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

☆
お
母
さ
ん
に
か
ぎ
り
ま
せ
 

ん
。
お
父
さ
ん
も
、
お
兄
さ
 

ん
も
、
お
姉
さ
ん
も
、
お
じ
 

い
さ
ん
も
、
お
・
ば
あ
さ
ん
 

も
…
 
家
族
ぐ
る
み
で
本
を
 

読
み
、
話
し
あ
い
ま
し
 よ
 

・つ。 

⑥
 
親
の
三
戒
 

☆
読
み
か
た
が
へ
た
で
も
、
‘
お
 

そ
く
て
も
、
こ
ご
と
を
い
わ
 

な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

☆
『
お
ま
え
も
こ
ん
な
ふ
う
に
 

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
』
な
 

生
活
時
間
の
も
ち
方
⑧
 

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
 

そ
の
使
い
方
 

さ
て
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
 

生
活
の
営
み
の
中
で
ど
う
し
て
 

も
欠
か
せ
な
い
も
の
が
、
い
く
 

つ
か
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
ー
 

つ
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
 

で
す
。
も
う
ー
つ
は
、
エ
ネ
ル
 

ギ
ー
の
使
い
方
に
つ
い
て
で
 

す
。
こ
れ
が
上
手
に
く
み
あ
わ
 

さ
れ
ま
せ
ん
と
、
わ
た
し
た
ち
 

の
生
命
そ
の
も
の
が
冒
さ
れ
て
 

し
ま
い
ま
す
。
 
ェ
ネ
ル
ギ
ー
 

中
 
央
 

公
 
民
、
館
 

は
、
い
つ
で
も
蓄
積
さ
れ
て
い
 

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
 

て
、
上
手
に
調
節
さ
れ
、
補
給
 

さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

ま
た
そ
う
す
る
た
め
に
、
エ
ネ
 

ル
ギ
ー
が
正
し
く
使
わ
れ
な
く
 

て
は
い
け
な
い
の
で
す
。
ェ
ネ
 

ル
ギ
ー
を
補
給
し
、
蓄
積
す
る
 

た
め
に
は
、
食
べ
も
の
を
と
る
 

必
要
が
あ
り
、
そ
れ
を
得
る
た
 

め
の
労
働
が
必
要
に
な
り
、
さ
 

ら
に
そ
れ
に
伴
っ
て
適
当
な
休
 

養
、
そ
れ
ら
を
上
手
に
す
る
た
 

め
に
勉
強
な
ど
な
ど
が
、
欠
か
 

せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
ま
い
り
 

ま
す
。
 

か
り
に
生
活
の
中
の
欠
か
せ
 

な
い
も
の
を
大
ま
か
に
分
類
し
 

ま
す
と
 

消
 
費
 

健
康
を
保
つ
た
め
の
消
費
 

社
会
生
活
を
営
む
た
め
の
 

消
費
 

教
 
育
 

よ
り
よ
き
生
活
を
す
る
た
 

め
の
教
養
を
た
か
め
る
活
 

動
 

労
 
働
 

ど
と
お
こ
ご
と
を
い
わ
な
い
 

で
く
だ
さ
い
。
 

☆
よ
い
本
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
 

こ
ど
も
の
こ
の
ま
な
い
本
を
 

お
し
つ
け
な
い
で
く
だ
さ
 

い。 本

の

え

ら

び

か

た

 

☆
こ
ど
も
が
興
味
を
も
つ
本
か
 

ら
は
じ
め
て
く
だ
さ
い
。
 

☆
学
年
に
ふ
さ
わ
し
い
本
を
え
 

ら
ん
で
く
だ
さ
い
c
 

☆
図
書
館
・
公
民
館
・
学
校
の
 

先
生
に
よ
く
相
談
し
て
く
だ
 

さ
い
。
 

☆
良
書
あ
ん
な
い
に
注
意
し
て
 

く
だ
さ
い
 

必
需
品
を
つ
く
る
は
た
ら
 

き
、
経
済
的
に
必
要
な
は
 

た
ち
き
 

休
 
養
 

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
積
す
る
 

た
め
の
活
動
 

と
別
け
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
し
 

か
し
、
こ
れ
を
自
分
の
生
活
に
 

ど
う
も
つ
か
と
い
う
こ
七
に
な
 

り
ま
す
と
「
そ
れ
は
そ
の
人
そ
 

の
人
で
、
条
件
も
違
う
し
、
質
 

的
に
も
違
い
が
あ
り
ま
す
か
 

ら
、
一
律
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

そ
こ
で
わ
た
し
自
身
だ
っ
た
 

ら
、
一
日
の
生
活
の
中
で
、
そ
 

れ
ぞ
れ
活
動
を
ど
う
持
つ
か
と
 

い
う
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
 

た。 わ
た
し
の
場
合
に
は
、
職
 

場
で
働
ら
く
時
間
が
正
味
八
 

時
間
、
職
場
で
の
休
憩
一
時
 

間
、
帰
宅
し
て
テ
レ
ビ
を
み
た
 

り
休
養
す
る
時
間
が
約
一
時
間
 

半
、
勉
強
す
る
時
間
が
約
「
蒔
 

間
、
食
事
そ
の
他
に
約
二
時
間
 

半
、
睡
眠
に
約
八
時
間
と
い
う
 

具
合
で
す
。
実
際
に
は
、
こ
ん
 

な
に
き
ち
ん
と
や
れ
る
わ
け
で
 

は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
こ
れ
で
い
 

い
か
ど
う
か
も
疑
問
で
す
が
、
 

以
上
を
ー
つ
の
手
が
か
り
に
し
 

て
「
生
活
時
間
」
と
い
う
こ
と
 

に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
考
え
て
 

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

心
身
障
害
者
の
た
め
の
 

扶

養

保

険

は

 

す
で
に
ご
承
知
の
こ
と
と
思
 

い
ま
す
が
、
障
害
者
を
扶
養
さ
 

れ
て
い
る
方
が
、
月
々
、
僅
か
 

な
掛
金
を
積
み
立
て
て
い
く
 

と
、
万
一
の
と
き
、
後
に
の
こ
 

さ
れ
る
障
害
（
者
）
に
、
生
活
 

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
一
生
涯
 

毎
月
二
万
円
の
保
険
金
を
お
送
 

り
す
る
「
心
身
障
害
者
扶
養
共
 

済
制
度
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
 

す。 
こ
れ
は
、
生
命
保
険
業
界
の
 

協
力
に
よ
っ
て
、
生
命
保
険
を
 

有
利
な
形
で
利
用
す
る
と
と
も
 

に
、
全
国
の
障
害
者
を
扶
養
す
 

る
方
々
が
、
助
け
合
い
の
精
神
 

で
掛
金
を
出
し
合
い
、
万
一
不
 

福
 

祉
 

課
 

幸
に
し
て
扶
養
者
に
先
立
た
れ
 

た
障
害
者
の
生
活
を
守
る
た
め
 

の
経
済
的
保
障
を
確
保
し
よ
う
 

と
す
る
も
の
で
す
。
 

こ
の
制
度
は
、
基
本
が
生
命
 

保
険
で
あ
り
、
安
い
掛
金
で
高
 

い
保
険
金
を
出
す
関
係
上
、
死
 

亡
率
が
次
第
に
高
く
な
る
四
十
 

五
才
以
上
の
方
は
、
原
則
と
し
 

て
加
入
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
年
 

令
の
方
で
、
心
身
に
重
い
障
害
 

の
あ
る
人
を
扶
養
さ
れ
て
い
る
 

方
は
、
役
場
福
祉
係
で
制
度
の
 

内
容
を
、
お
た
し
か
め
の
う
 

え
、
ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
申
込
 

み
の
手
続
き
を
、
と
っ
て
下
さ
 

、
，
 

。
 

1し
 

お
知
ら
せ
 

去
る
三
月
四
日
、
船
津
重
夫
 

氏
が
消
防
団
長
と
し
て
、
そ
の
 

職
務
を
全
し
、
消
防
の
使
命
達
 

成
に
多
大
の
功
績
を
上
げ
ら
れ
 

た
栄
に
よ
り
、
消
防
庁
長
官
よ
 

り
最
高
の
栄
誉
あ
る
功
労
章
を
 

受
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

消
防
係
 

皿
 

山
 

報
 

子
と
が
一
冊
の
本
を
読
み
合
う
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そ
し
て
力
の
強
い
兄
や
姉
 

は
、
力
の
弱
い
弟
や
妹
を
力
で
 

抑
え
よ
う
と
し
、
弟
や
妹
の
方
 

は
、
ま
た
感
情
の
高
ぶ
り
と
と
 

も
に
、
窮
鼠
猫
を
か
む
勢
い
で
 

兄
や
姉
に
か
か
っ
て
い
き
ま
 

す
。
こ
の
時
代
の
兄
弟
喧
嘩
に
 

は
、
ま
だ
感
情
的
に
も
単
純
で
 

す
し
、
ま
た
原
始
的
で
す
の
 

で
、
陰
に
こ
も
っ
で
じ
め
じ
め
 

し
て
い
る
喧
嘩
は
少
な
く
、
腕
 

ず
く
で
の
取
り
合
い
、
掴
み
合
 

い
、
た
た
き
合
い
、
物
の
投
げ
 

青

少

年

問

題

協

議

会

 

合
い
、
と
い
う
よ
う
な
原
始
的
 

方
法
に
よ
る
喧
嘩
が
多
い
も
の
 

で
す
。
い
く
ら
人
を
た
た
い
て
 

は
い
け
な
い
、
物
を
投
げ
た
ら
 

危
い
な
い
か
ら
い
け
な
い
と
言
 

っ
て
聞
か
せ
て
も
、
そ
の
時
は
 

わ
か
っ
て
や
め
て
も
、
感
情
の
 

高
ぶ
り
が
激
し
ぐ
、
ま
た
そ
れ
 

に
よ
っ
て
生
じ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
 

を
静
め
る
手
段
と
し
て
は
、
ま
 

た
、
攻
撃
以
外
持
ち
合
わ
せ
て
 

い
ま
せ
ん
の
で
、
つ
い
わ
か
っ
 

て
い
た
は
ず
の
、
暴
力
が
何
度
 

も
出
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
 

、
す
。
攻
撃
は
自
分
の
．
欲
望
の
達
 

成
を
邪
魔
し
た
相
手
に
向
う
の
 

が
普
通
で
す
が
、
関
係
の
な
い
 

第
」
署
、
例
え
ば
近
く
に
い
た
 

妹
や
、
お
か
あ
さ
ん
に
向
う
場
 

合
も
あ
り
ま
す
し
、
相
手
の
持
 

物
を
相
手
と
同
」
視
し
て
、
こ
 

れ
を
こ
わ
し
て
し
ま
っ
た
り
、
 

ま
た
時
に
よ
る
と
、
自
分
自
身
 

に
向
っ
て
自
分
の
手
を
か
ん
だ
 

り
、
顔
を
ひ
っ
か
い
た
り
、
少
 

し
大
き
く
な
り
ま
す
と
、
自
分
 

の
体
を
匁
物
で
傷
つ
け
た
り
、
 

ま
れ
に
首
つ
り
自
殺
と
い
う
よ
 

う
な
こ
と
を
す
る
こ
と
も
あ
り
 

ま
す
。
 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
乳
幼
児
 

時
代
の
喧
嘩
は
、
特
別
の
場
合
 

を
除
き
、
感
情
に
根
ざ
し
た
も
 

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
直
 

接
行
動
に
訴
え
て
の
、
飾
り
気
 

の
な
い
露
骨
な
争
い
で
は
あ
り
 

ま
す
が
、
い
つ
ま
で
も
尾
を
引
 

い
て
残
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
 

り
ま
せ
ん
。
乳
幼
児
時
代
は
我
 

慢
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
兄
弟
 

間
の
利
害
は
衝
突
し
や
す
い
。
 

差
が
接
近
し
て
い
る
と
い
う
こ
 

と
の
た
め
に
、
喧
嘩
は
激
し
く
 

も
あ
る
し
、
ま
た
そ
の
数
は
多
 

い
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
親
御
 

さ
ん
の
中
に
は
、
こ
ん
な
に
喧
 

嘩
ば
か
り
し
て
い
て
大
人
に
な
 

っ
て
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
と
 

心
配
す
る
方
が
あ
り
ま
す
が
、
 

そ
の
点
は
大
体
御
心
配
に
な
る
 

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

！
差
が
接
近
し
て
お
り
ま
す
 

と
、
喧
嘩
に
な
る
こ
と
も
多
い
 

の
で
す
が
、
ま
た
仲
が
良
く
な
 

る
こ
と
も
人
一
倍
で
す
。
 

年
令
が
多
く
な
る
に
つ
れ
 

て
、
兄
弟
間
の
喧
嘩
の
数
も
少
 

な
く
な
っ
て
き
ま
す
が
、
こ
ん
 

度
は
例
え
ば
、
あ
ん
な
に
喧
嘩
 

し
て
い
た
長
子
と
次
子
、
第
11
一 

子
な
ど
が
、
反
対
に
非
常
に
仲
 

が
良
く
な
っ
て
く
る
も
の
で
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ご
存
知
で
す
か
 

知
ら
な
い
た
め
に
大
損
を
し
ま
す
プ
 

ー
国
民
年
金
の
老
令
年
金
支
給
が
は
じ
ま
り
ま
す
ー
 

住
 

民
 

課
 

納付の状況 d
H
ー
 

金
円
 

年
く
 納 付 滞、納 

⑩ 年 0 月 60 ,0001 

9年11月 1 月 38 ,081 

9 年 1 年 34564 

7 年 3 年 罰・刈 
5 年 5 年 !
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~5 年納付 

10 年 

5年免除 

10年免除 

40,000 

20,0叩 

★
長
い
間
お
待
た
せ
も
ま
し
 

た
ガ
 

国
民
年
金
の
本
来
の
目
的
で
 

あ
る
老
令
年
金
（
十
年
年
金
）
 

の
支
給
が
本
年
五
月
分
よ
り
は
 

じ
ま
り
ま
す
。
 

困
支
給
を
受
け
ら
れ
る
人
 

明
治
三
十
九
年
四
月
二
日
か
 

ら
明
治
四
十
●
一
IL
四
月
一
日
ま
 

で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
国
民
年
 

金
に
任
意
加
入
を
さ
れ
保
険
料
 

を
納
付
さ
れ
た
方
達
で
す
。
 

同
支
給
さ
れ
る
年
金
額
 

十
年
間
の
保
険
料
を
完
納
さ
 

れ
た
方
は
、
・
満
額
の
年
金
墾
ハ
 

万
円
（
月
額
五
千
円
）
が
支
給
 

さ
れ
ま
す
。
 

困
手
続
き
 

六
十
五
才
に
な
ら
れ
た
方
 

は
、
国
民
年
金
手
帳
を
も
っ
て
 

役
場
年
金
係
の
窓
ロ
で
手
続
き
 

を
し
て
下
さ
い
。
年
金
は
六
十
 

五
才
に
な
っ
た
月
の
翌
月
分
か
 

ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
 

い
ま
す
。
な
お
希
望
さ
れ
る
方
 

は
繰
上
げ
支
給
（
一
定
率
で
減
 

額
さ
れ
る
）
を
受
け
る
こ
と
が
 

で
き
ま
す
。
 

★
年
金
額
は
次
の
よ
う
に
し
て
 

計
算
さ
れ
ま
す
ク
（
十
年
年
金
 

の
場
合
）
 

い8
田
×
欝
か
「
泣
簿
十
島
O
田
 

×
（
い
8
田
ー
欝
砕
山
潜
）
 

一
敏
ゆ
盛
 

【
例
】
⑩
年
納
付
し
た
場
合
 

320
甲
×
120
油
 
〔
購
糾
嵩
ゆ
器
 

ト
8
田〕 

＋
120
田
×
 
（38
血
 

ー
 
O
加
）
 

〔
療
崩
ゆ
冒
ふ
O
o
 

ョ
廿
8
・8O
田
 

困
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期
 

間
が
あ
れ
ば
そ
の
期
間
は
三
分
 

の
ー
に
な
り
ま
す
。
 

回
ー
ケ
月
で
も
未
納
期
間
が
あ
 

れ
ば
優
遇
分
が
支
給
さ
れ
ま
せ
 

ん
。
ま
た
そ
の
上
特
例
老
令
年
 

金
に
な
る
の
で
、
六
十
五
才
か
 

皇
ハ
十
九
才
憐
岐
護
一
れ
、
 

、
 

御
寄
附
あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

金
田
町
教
育
後
援
会
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

金
田
町
長
寿
会
 

桑
野
勝
正
殿
 

御
尊
父
和
男
様
香
典
返
し
と
し
て
金
田
小
、
中
学
校
な
ら
び
 

に
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

千
手
大
蔵
殿
 

一 

御
尊
父
亀
彦
様
香
典
返
し
と
し
て
金
田
町
長
寿
会
ぺ
 

そ
れ
ぞ
れ
御
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。
御
芳
志
に
添
う
よ
う
最
 

も
有
意
義
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

”、Jl
、1
クJ
、
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グ
、
川
グ
＆
、
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、
力
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『
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、
J
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七
十
才
か
ら
は
福
祉
年
金
（
一
一
 

万
四
千
円
）
に
切
り
替
え
ら
れ
 

非
常
に
不
利
に
な
り
ま
す
。
 

★
あ
な
た
は
満
額
の
年
金
を
も
 

ら
え
ま
す
か
ガ
 

今
一
度
国
民
年
金
手
帳
を
確
 

か
め
て
下
さ
い
。
も
し
未
納
に
 

な
っ
て
い
る
月
、
免
除
を
受
け
 

た
期
間
が
あ
れ
ば
今
す
ぐ
役
場
 

年
金
係
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。
 

な
お
免
除
期
間
が
あ
る
方
は
旧
 

保
険
料
額
で
追
納
す
る
こ
と
が
 

で
き
ま
す
。
 

労
災
保
険
の
事
務
を
事
務
組
 

合
に
、
委
託
し
て
い
る
市
雲
米
主
 

の
方
は
、
委
託
し
て
い
る
事
務
 

組
合
に
賃
金
総
額
等
の
報
告
を
 

し
て
下
さ
い
。
 

五
人
以
上
の
労
働
者
（
店
 

員
）
を
使
用
し
て
い
る
場
合
 

は
、
強
制
適
用
事
業
と
な
っ
て
 

お
り
ま
す
の
で
、
保
険
料
加
入
 

の
手
続
き
を
す
ま
さ
れ
て
な
い
 

方
は
、
直
ち
に
手
続
き
し
て
下
 

さ
い
。
 金田町史 

頒布価格 1,000円 

御希望の方は中央公民館へ 


